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研究成果の概要（和文）：サニテーション設備の普及が最も遅れているサハラ以南アフリカのザンビアと東南ア
ジアのインドネシアの都市スラムにおいて、子ども（小学生と青年団メンバー）が主導して地域のステークホル
ダーを巻き込む参加型アクションリサーチを実施した。ザンビアでは子どもクラブを設立し、子どもたちが地域
のサニテーション課題を調査して発表会を開催した。子どもー大人ー地域社会へと広がるボトムアップ型の意
識・行動変容モデルを構築した。インドネシアでは、小学校にコンポストトイレを導入してし尿を回収し、既存
のごみ収集ネットワークを使って近郊農村までコンポストを運び花卉を栽培して市場で販売するという価値連鎖
モデルを構築した。

研究成果の概要（英文）：In Zambia, in sub-Saharan Africa, and in the urban slums of Indonesia, in 
Southeast Asia, where sanitation coverage is the lowest, participatory action research was 
conducted, led by children (primary school students) and youth, and involving a wide range of local 
stakeholders. In Zambia, we established a children's club, and children conducted research and 
presentations on local sanitation issues. We developed a bottom-up model for awareness and behavior 
change, from children to adults to the broader community. In Indonesia, we developed a value chain 
model in which composting toilets were installed in a primary school to collect human waste, and the
 existing waste collection network (e.g., garbage workers) were used to transport the compost to 
nearby villages where flowers were grown and sold in the market. In the final year, we held an 
international online event called "SaniCamp", where Zambian, Indonesian and Japanese students shared
 and discussed local WASH issues.

研究分野： 人類生態学、国際保健学、WASH（水、サニテーション、衛生）
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研究成果の学術的意義や社会的意義
地域の課題解決のためには、住民が課題を自分事と認識して、意識・行動を変えることが必須である。ザンビア
の都市スラムにおいて、住民（子ども）自ら地域のサニテーション課題を調査して発表する「参加型アクション
リサーチ」を実施した。発表会に参加した大人の意識と行動が変わる手応えが得られた。一方、インドネシアの
都市スラムにおいては、小学校にコンポストトイレを導入して、集めたし尿を既存のネットワークを用いて近郊
農家に運び花卉を栽培して現金収入を得るという価値連鎖モデルの構築と試行を行った。従来、未処理で垂れ流
していたし尿から現金収入を得るモデルは、住民の動機付けに寄与し持続可能性も高いと期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
世界の 5 歳未満の子どもの死亡原因のトップ 2 は肺炎と下痢症である。下痢症による子ども

の死亡の 9 割は、安全でない飲み水、不適切なサニテーション施設、貧しい衛生環境に起因す
る。国連・ミレニアム開発目標「2015 年までに安全な飲料水と衛生施設を継続的に利用できな
い人々の割合を半減する（MDGs, Target 7-C）」など世界で多くの努力がなされてきたが、「安
全な飲料水の利用」については目標を達成できたものの、「衛生施設の利用」については目標を
達成できなかった。開発途上国を中心に世界では依然として 23 億人が適切なサニテーション施
設を利用できず、さらに 9 億人が野外排泄を行っている。これらの人々はサブサハラアフリカ
と東南アジア諸国に集中している。 

2016 年から国連・持続可能な開発目標「2030 年までにすべての人々の適切かつ平等な下水施
設・衛生施設へのアクセスを達成し、野外での排泄をなくす（SDGs, Target6.2）」が始動してい
るものの、「物資や資金の援助」といったトップダウン型の方法論では達成が危ぶまれる。どう
すれば住民のサニテーションに関する意識を変え、行動変容を促すことができるのかという「問
い」に対する解は、行政や研究者ではなくステイクホルダーである住民自らが地域のサニテーシ
ョン環境を調査する「参加型アクション・リサーチ」の中に見つかった。住民の中でもっとも脆
弱な子どもたちをエンパワーして親や地域社会に波及していくボトムアップアプローチの有効
性を検証する。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究はサニテーション設備の普及が世界で最も遅れているサブサハラアフリカのザンビア

共和国と東南アジアのインドネシアの都市スラムに暮らす小学生と学校（教師）、地元団体（青
年団）を対象とし、以下 3 点を目的とした。 

 
1）衛生とサニテーションに関するトレーニング（既存の方法論をアレンジする）をザンビアと
インドネシアの都市スラムに暮らす子どもに実施し、子どもたちの意識を高める。 
2）子どもたちが学校の教師や地元団体と協働して地域でフィールドワークを行い、親や地域の
大人を招待して成果を発表する。 
3）4 年間の研究終了後にも持続可能なプログラム（トレーニング→アクション・リサーチ→発
表→振り返り）の仕組み（子どもクラブ）を作り、稼働させる。 
 
 
３．研究の方法 
 
＜調査対象＞ 
 
ザンビアは 2006 年、インドネシアは 2003 年からフィールド調査を行っており、10 年以上の

調査経験を有している。現地カウンターパートと相談し、ザンビアにおいては 2か所の都市スラ
ム地域を選定し、地元に暮らす小学生、青年団（Youth Group）を対象とした。インドネシアで
は１つのスラム地域を選定し、地元の小学校、ゴミ収集人、花卉栽培農家を対象とした。 
 
＜調査項目と調査方法＞ 
１．トレーニング：衛生とサニテーションに関する既存のプログラム（例：Child Hygiene and 
Sanitation Training, CHAST）を現地の文化習慣、規範に合わせてアレンジして、まず学校（教
師）、地元団体に実施し、その後、子どもたちに実施した。 
２．参加型アクション・リサーチ 
・問題発見リサーチ：教員、地元団体のサポートの下、小学生が家庭や地域を調査してサニテー
ションに関する問題点を発見する。 
・現在を知る…家庭のトイレを調査する（形状、排水方式、清潔度、石鹸の有無、手洗い状況な
ど）、地域のサニテーション地図を作る。 
・過去を学ぶ…両親、祖父母、地域の大人に昔のサニテーションについてインタビューする。 
・未来を考える…地域の将来のサニテーション、理想的なサニテーションについてグループやク
ラスで話し合う。 
・問題解決リサーチ：調査を通じて浮かび上がったサニテーション課題からメイン調査で取り組
む問題を決めて解決策を考える。そのための具体的な行動計画を立てて実施する。 
３．持続可能なプログラム（トレーニング→アクション・リサーチ→発表→振り返り）の仕組み
作り：「子どもクラブ」を作り、プログラムを終えた子どもがメンターとなり新入りの子どもを



ファシリテートする仕組みを作る。地元のアントレプレナー（事業家）、自治体、NGO からクラ
ブの活動資金を得る方策を一緒に考える。 
 
 
４．研究成果 
 
＜2018 年度＞ 
１．調査対象の決定：カウンターパート（ザンビア大学水資源統合管理センターおよびインドネ
シア科学院）と協議して、各フィールドサイトにおける、実際の調査対象（小学校、地元団体）
を選定し、代表者と協議して調査協力を得る。ザンビアは首都ルサカ市におけるスラム地区より
2 か所を選定、インドネシアは西ジャワ州の州都バンドン市のスラム地区から 1 か所を選定し
た。 
２．衛生とサニテーションに関するプログラムの構築と試行：既存のトレーニングプログラムで
ある Child Hygiene and Sanitation Training (CHAST)をベースに、カウンターパートの研究
者、小学校の教師、地元団体のメンバーと協議しながら、現地の文化習慣、規範に合わせてアレ
ンジして実施プログラムを構築した。 
３．参加型アクション・リサーチの試行（ザンビア）：予備調査が先行しているザンビアにおい
て、小学生と若者団体（Youth Group）でチームを作り、参加型アクション・リサーチを試行し
た。具体的には、PhotoVoice（自分で撮った写真とそれに関するコメント）、アート（カラーペ
ンやクレヨンを用いて紙に描画、カラーの粘土を用いた描画）、ドラマ（サニテーションに関す
る物語を作り、演じる）の手法を実施した。また若者（Youth）が主導して地域住民とのグルー
プディスカッションを実施した。 
 
＜2019 年度＞ 
１．衛生とサニテーションに関するプログラムの実施（ザンビア）：既存のトレーニングプログ
ラム「Child Hygiene and Sanitation Training (CHAST)」をベースに、カウンターパートの研
究者、小学校の教師、地元団体のメンバーと協議して現地の文化習慣、規範に合わせてアレンジ
したプログラムを実施した。現地の映像作家の協力を得て、子どもたちの活動を映像（写真およ
び動画）で記録した。 
２．現地小学生の成長・栄養、衛生・健康状態の評価（インドネシア）：都市スラムの小学校に
おいて、身体計測（身長、体重）を行い、WHO およびインドネシアの成長リファレンスを用いて、
栄養状態を評価した。下痢の罹患について質問紙調査を実施した。子どもと保護者（母親）に衛
生とトイレに関する知識・態度・実践（Knowledge, Attitude, Practice, KAP）質問紙調査を行
った。小学生にいつも行っている手洗いをデモンストレーションしてもらい、チェックリストと
時間計測によって手洗い技術を評価した。 
３．参加型アクション・リサーチの発表会とイベント開催（ザンビア）：首都ルサカのスラム地
区において、小学生と若者団体（Youth Group）が実施したアクション・リサーチの成果を発表
する展示会を開催した。またルサカ市、市長と協働してイベント（サニテーション・フェスティ
バル）を開催した。ブラスバンドを従え、市長と子どもクラブメンバーそして日本人研究者が道
路を行進した。マーケットでゴミ拾いのデモンストレーションを行った。 
 
＜2020 年度＞ 
１．感染症パンデミック下における調査研究と成果発信：2020 年度（3年目）は新型コロナウィ
ルス感染拡大のため、海外でのフィールド調査や国際学会の開催、参加がままならなかったが、
ザンビア、インドネシアの都市スラムにおいてオンラインを活用した海外共同研究者との研究
打ち合わせとリモート調査研究、ならびに成果発信に取り組んだ。海外フィールドと日本を結ん
だオンラインによるウェビナーを 14回開催した。日本アフリカ学会第 57回学術大会において、
フォーラムを企画、実施した。一般書籍「ザンビアを知るための 55 章」の章とコラムを執筆し
た。 
２．ザンビア都市スラムにおける子どもクラブの活動：ザンビアにおいては、これまで現地フィ
ールドで実施してきた参加型アクション・リサーチについて国内学会や国際会議において成果
発信を行うとともに、トイレの屋根の有無、ゴミ捨て場からの距離、台所周りの糞便汚染につい
ての糞便暴露経路の解析を進めた。 
３．女性のサニテーション研究会、国際シンポジウムの開催（共催）：女性の月経と月経処理の
諸問題について研究発表を行った。インドネシアにおけるカウンターパートである LIPI（イン
ドネシア科学院）と国際シンポジウム（オンライン開催）を共催した。 
 
＜2021 年度、2022 年度（繰り越し）＞ 
１．感染症パンデミック下における調査研究と成果発信：2021 年度（4年目）も 2020 年度に引
き続き、新型コロナウィルス感染パンデミックのため、海外フィールド調査や国際学会の開催、



参加が叶わなかった。しかし、2021 年度同様、ザンビアおよびインドネシアの都市スラムにお
いてオンラインを活用したカウンターパートと研究打ち合わせを毎月実施し、リモート調査研
究、ならびに成果発信に取り組んだ。学術的な成果としては、オンラインの国際学会（インドネ
シア：Green Technology for Value Chains, Green VC、ザンビア：Zambia Water Forum and 
Exhibition, ZAWAFE）に参加した。Green VC 2021 では、招待講演として Keynote Speech を行
った。Green VC 2022 では 3つの口頭発表を行った。ZAWAFE 2021 では 7名の演者からなるセッ
ションを組織した。ZAWAFE 2022 では 6名の演者と 1組（子どもクラブ）からなるセッションを
組織した。さらに、Sustainable Research and Innovation Congress (SRI) 2022 では、6名か
らなるセッションを組織した。 
２．都市スラムにおけるフィールド調査：インドネシアでは感染症パンデミックによる行動規制
のため 2021 年度は現地調査ができなかった。2022 年度は、小中学校に通う女子生徒に対して月
経衛生対処（MHM）の聞き取りと質問紙調査を実施した。また、ゴミ収集所において、サニテー
ションワーカー（ゴミ収集人、路上清掃人）の労働環境や職業観、社会的蔑視などについて観察
および聞き取りをおこなった。ザンビアでは、科研プロジェクト終了後の子どもクラブの自走化
の仕組みづくりを行った。具体的には、シニアメンバーによる新規メンバーの勧誘およびジュニ
アメンバーへの教育（子どもクラブの紹介、コミュニティ地図ワークショップ、アクション・リ
サーチの方法論、コミュニティのサニテーション課題の把握と評価など）を行った。 
３．インドネシアとザンビア（と日本）の子どもたちを繋ぐ：2022 年 2 月に、インドネシアの
都市スラムの中学生、ザンビアの都市スラムの子どもクラブ（シニアメンバー）、日本の高校生
をオンラインで繋ぎ、地域のサニテーション課題とそれぞれの活動について報告を行い、議論し
た（SaniCamp、写真参照）。科研プロジェクトの終了後も子どもたちを中心とするオンラインイ
ベントを継続したい。 
 

 
 

写真：インドネシア、ザンビア、日本の子どもたちをオンラインで繋ぐ（SaniCamp） 
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